
人権教育の視点から深い学びを確かなものに

「協力」、「参加」、「体験」を中核とする学習形態

感 じ 考 え 行動する

人権教育における指導方法の基本原理

児童生徒が主体的に、他の児童生徒とも協力し合うような方法で学習に取り
組めるよう工夫することが必要

自分自身の心と頭脳と体を使って、主体的、実践的に学習に取り組むことが不可欠

「感じて（見て聞いて）、考えて、対話して、感じて」を繰り返しながら、
気付いて行動する（成長する）学習に取り組んでいきましょう

授業や学校生活では、友達や周りの人の
考えを大切にして、お互いに協力しながら
課題の解決に取り組めていると思うと回
答している学校の方が、教科の平均正答
率などが高い傾向

全国学力･学習状況調査

なかまづくりに取り組み、学校全体として学習意欲の向上に努めること

◎課題解決に取り組み、児童生徒の可能性を引き出すためのポイント

「令和7年度全国学力・学習状況調査報告書【質問調査】」
文部科学省 国立教育政策研究所 令和７年７月

「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」

◆めざすべき方向は、人権教育がめざしてきたことと重なります

Tokushima  Navi ～ No. ５ ～
令和７年１０月 徳島県教育委員会 義務教育課

今回は、人権教育の視点からの授業改善を紹介をします。

学校質問と学力のクロス集計

学校においては、「確かな学力」を育
むためにも、学校全体として「一人一
人を大切にし、個に応じた目的意識の
ある学習指導に取り組む」等の教育目
標の共通理解を図るとともに、学ぶこ
との楽しさを体験させ、望ましい人間
関係等を培い、学習意欲の向上に努め
ることが求められている。

人権教育の視点からの学校づくりと学力向上

人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］
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